
三
菱
重
工
業
の
相
模
原
製
作
所
内
に
設
置
さ

れ
た
天
然
ガ
ス
コ
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス

テ
ム

外
観

筐
体
の
中
の
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン

　
政
府
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
見
直
し
作
業
が
佳
境
を
迎
え
る
中
、
ガ
ス
体
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
求
め
ら
れ
る
役
割
は
一
層
、
大
き
く
な
り
そ
う
だ
。
２
０
３
０
年
の
電
源

構
成
比
で
は
原
子
力
の
比
率
が
下
が
る
一
方
、
主
に
天
然
ガ
ス
に
よ
る
コ
ジ
ェ
ネ
レ

ー
シ
ョ
ン

熱
電
併
給

の
比
率
を

％
に
高
め
る
こ
と
が
確
定
。
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ー
の
観
点
か
ら
は
広
域
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
網
の
整
備
な
ど
が
提
言
さ
れ
た
。
他
方
、
コ

ジ
ェ
ネ
で
は
液
化
石
油
ガ
ス

Ｌ
Ｐ
Ｇ

も
有
力
な
燃
料
の
一
つ
。
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ー
面
で
も
災
害
へ
の
強
さ
を
生
か
し
、
存
在
感
を
増
す
こ
と
に
な
る
。

高まるガスの役割
コ
ジ
ェ
ネ
比
率
％
に

発
送
電
分
離
議
論
進
む

　
大
手
電
力
会
社
を
中
心
と
し
た
「
地
域
独
占
」
「
垂
直
統
合
型
」
と
い
っ
た

現
在
の
電
力
シ
ス
テ
ム
を
「
抜
本
的
に
見
直
す
」

枝
野
幸
男
経
済
産
業
相

た
め
、
経
産
省
は
「
電
力
シ
ス
テ
ム
改
革
専
門
委
員
会
」

委
員
長

伊
藤
元

重
東
京
大
学
大
学
院
教
授

を
設
置
、
７
月
中
の
取
り
ま
と
め
に
向
け
た
議
論

が
進
ん
で
い
る
。

公
平
で
透
明
性
あ
る
競
争
環
境
　
　
　

抜本的な電力改革に向けて７月中に取りまとめ

法
的
分
離
か
機
能
分
離

小
口
電
力
市
場
ス
タ
ー
ト

（ ） 【広告特集】 ２０１２年 平成２４年 ６月２９日 金曜日 　　

「
発
送
電
分
離
」
で
公
平
で

透
明
性
あ
る
競
争
環
境
を
確

保
す
る
狙
い

　
発
送
電
分
離
の
形
式
に
は

大
き
く
４
種
類
が
あ
り
、
現

在
は
発
電
部
門
と
送
配
電
部

門
を
別
会
計
と
す
る
「
会
計

分
離
」
が
採
用
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
Ｐ
Ｐ
Ｓ
の
シ

ェ
ア
が
思
う
よ
う
に
伸
び

ず
、
Ｐ
Ｐ
Ｓ
側
か
ら
は
送
電

網
を
利
用
す
る
際
に
支
払
う

「
託
送
料
が
高
い
」
な
ど
の

批
判
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。

　
委
員
会
で
は
競
争
環
境
促

進
の
た
め
、
現
在
の
会
計
分

離
よ
り
も
踏
み
込
ん
だ
発
送

電
分
離
を
進
め
る
こ
と
に
な

る
。
有
力
な
の
が
送
配
電
部

門
を
独
立
さ
せ
て
子
会
社
に

す
る
「
法
的
分
離
」
と
、
同

配
電
部
門
の
運
用
を
中
立
的

な
機
関
が
担
う
「
機
能
分

離
」
だ
。

日
に
開
か
れ
た

委
員
会
で
も
両
方
の
メ
リ
ッ

ト
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
各

委
員
が
議
論
を
行
っ
た
が
、

ど
ち
ら
を
採
用
す
る
か
は
ま

だ
決
ま
っ
て
い
な
い
。

　
し
か
し
、
大
手
電
力
会
社

は
発
送
電
分
離
の
推
進
は

「
電
力
の
安
定
供
給
を
損
な

う
」
と
反
発
し
て
お
り
、

日
の
委
員
会
で
も
「
全
体
最

適
化
や
需
給
ひ
っ
迫
時
の
強

調
、
事
故
復
旧
な
ど
に
支
障

が
出
る
」
な
ど
と
懸
念
を
表

明
し
て
い
る
。

　
政
府
の
総
合
資
源
エ
ネ
ル

ギ
ー
調
査
会
基
本
問
題
委
員

会
で
は
、

年
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
ミ
ッ
ク
ス
の
数
値
目
標
と

し
て
、
原
子
力
の
比
率
ば
か

り
に
注
目
が
集
ま
っ
た
が
、

そ
の
裏
で
は
コ
ジ
ェ
ネ
比
率

が

％
に
固
ま
り
、
ガ
ス
業

界
は
大
い
に
盛
り
上
が
っ

た
。
日
本
ガ
ス
協
会
は
昨
年

月
に
い
ち
早
く
、

年
の

天
然
ガ
ス
普
及
拡
大
目
標
を

発
表
。
天
然
ガ
ス
コ
ジ
ェ
ネ

の
発
電
能
力
を
現
在
の
４
６

０
万

に
対
し
、
３
０
０

０
万

と
い
う
数
字
を
掲

げ
た
。
「
大
変
、
意
欲
的
な

数
字
。
相
当
な
努
力
を
し
た

上
で
達
成
で
き
る
数
字
」

日
本
ガ
ス
協
会
の
鳥
原
光

憲
会
長

と
自
ら
述
べ
る
よ

う
に
、
当
初
は
大
風
呂
敷

を
広
げ
た
と
も
見
ら
れ
た
。

　
そ
れ
で
も
「
政
府
の
政
策

目
標
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
、

積
極
的
に
提
言
し
て
い
く
」

と
政
策
当
局
へ
の
働
き
か
け

を
強
化
。
基
本
問
題
委
員
会

で
は
当
初
、
目
標
の
半
分
強

の
８
％
と
提
示
さ
れ
た
が
、

「
ま
だ
ま
だ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

は
あ
る
。
思
い
切
っ
て
か
じ

を
切
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
ア
ピ
ー
ル
。
そ
の
結
果
、

年
間
５
０
０
０
時
間
稼
働
の

想
定
で
３
０
０
０
万

が

満
額
採
用
と
な
り
、

年
の

電
力
供
給
量
約
１
兆

時

の
う
ち
の
１
５
０
０
億

時
、
つ
ま
り

％
を
占
め
る

こ
と
に
な
っ
た
。
鳥
原
会
長

は
「
コ
ジ
ェ
ネ
を
持
つ
企
業

が
２
０
０
０
万

を
自
社

で
使
い
、
１
０
０
０
万

は
余
剰
電
力
と
し
て
外
に
供

給
で
き
る
」
と
し
、
ガ
ス
体

に
よ
る
電
力
市
場
へ
の
さ
ら

な
る
参
入
も
視
野
に
入
れ

る
。

次
ペ
ー
ジ
に
続
く

　
現
在
の
大
手
電
力
会
社
を

中
心
と
し
た
電
力
シ
ス
テ
ム

は
安
定
供
給
と
い
う
面
か
ら

見
れ
ば
確
か
に
機
能
し
て
い

る
が
、
大
規
模
発
電
所
か
ら

高
圧
で
需
要
地
ま
で
電
気
を

送
る
シ
ス
テ
ム
は
、
東
日
本

大
震
災
に
よ
っ
て
災
害
時
の

脆
弱
性
も
明
ら
か
に
な
っ

ぜ
い
じ
ゃ
く

た
。
こ
の
た
め
、
政
府
は
小

規
模
・
分
散
型
の
電
源
の
設

置
を
増
や
す
こ
と
を
決
め
て

お
り
、
柔
軟
な
電
力
シ
ス
テ

ム
へ
と
改
革
し
よ
う
と
し
て

い
る
。
ま
た
、
地
域
資
源
と

し
て
電
力
の
地
産
地
消
に

役
立
つ
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
大
幅
な
導
入
促
進
も
掲

げ
て
お
り
、
こ
れ
に
対
応
し

た
電
力
シ
ス
テ
ム
の
構
築
も

考
え
る
必
要
が
あ
る
。

　
委
員
会
で
は
こ
れ
ま
で
の

議
論
で
、
家
庭
用
を
含
め
た

電
力
市
場
の
全
面
自
由
化
な

ど
を
決
め
て
い
る
。
現
在
、

最
大
の
テ
ー
マ
に
な
っ
て
い

る
の
は
電
力
会
社
か
ら
送
電

部
門
を
切
り
離
す
「
発
送
電

分
離
」
だ
。
電
力
市
場
は
２

０
０
０
年
代
か
ら
徐
々
に
自

由
化
さ
れ
、
現
在
は
家
庭
用

や
低
圧
以
外
は
対
象
範
囲
に

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
総
電

力
量
の
約

％
で
自
由
化
し

て
い
る
も
の
の
、
自
由
化
部

門
で
大
手
電
力
会
社
以
外
の

特
定
規
模
電
気
事
業
者

Ｐ

Ｐ
Ｓ

の
シ
ェ
ア
は
わ
ず
か

２
―
３
％
に
す
ぎ
な
い
。

　
Ｐ
Ｐ
Ｓ
の
シ
ェ
ア
を
伸
ば

す
た
め
、
発
送
電
分
離
を
行

っ
て
公
平
で
透
明
性
の
あ
る

競
争
環
境
を
確
保
す
る
狙
い

だ
。
Ｐ
Ｐ
Ｓ
の
シ
ェ
ア
を
増

や
す
こ
と
で
、
需
要
側
は
大

手
電
力
会
社
以
外
の
選
択
肢

を
得
る
こ
と
が
で
き
る
た

め
、
電
力
料
金
の
引
き
下
げ

や
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
な
ど
が

期
待
で
き
る
。
ま
た
、
よ
り

小
規
模
で
分
散
型
の
電
力
シ

ス
テ
ム
の
構
築
に
も
貢
献
で

き
る
。

　
ま
た
、
Ｐ
Ｐ
Ｓ
参
入
を
促

す
た
め
、
経
産
省
で
は
小
口

電
力
市
場
「
分
散
型
・
グ
リ

ー
ン
売
電
市
場
」
を
新
設
、

日
か
ら
取
引
を
開
始
し

た
。
日
本
卸
電
力
取
引
所

東
京
都
港
区

の
既
存
の

卸
電
力
市
場
で
は
取
引
量
が

少
な
く
、

年
度
の
取
引
量

は

億

時
で
、
販
売
電

力
量
全
体
に
占
め
る
割
合
は

わ
ず
か
０
・
６
％
し
か
な

い
。
こ
の
た
め
「
取
引
量
に

厚
み
が
な
く
、
供
給
力
と
し

て
当
て
に
な
ら
な
い
」

新

電
力
最
大
手
の
エ
ネ
ッ
ト

と
い
う
指
摘
も
あ
る
。

　
既
存
市
場
で
は
１
０
０
０

以
上
の
電
力
が
対
象
だ

っ
た
が
、
こ
の
規
制
を
廃
止

し
た
た
め
、
企
業
の
小
口
の

自
家
発
電
な
ど
で
も
市
場
で

流
通
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
。
ま
た
、
入
会
金
や
取
引

手
数
料
も
な
い
た
め
、
売
電

を
行
い
た
い
企
業
に
と
っ
て

は
参
入
ハ
ー
ド
ル
が
下
が
っ

て
い
る
。
新
市
場
の
取
引
が

活
発
化
す
れ
ば
、
Ｐ
Ｐ
Ｓ
に

と
っ
て
は
電
力
が
調
達
し
や

す
く
な
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
。

　
ま
た
、
企
業
側
に
と
っ
て

は
発
電
し
た
電
力
を
買
い
取

っ
て
も
ら
え
る
の
で
、
自
家

発
電
の
導
入
や
大
型
化
が
進

む
可
能
性
が
あ
る
。
ま
だ
取

引
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
認

知
度
が
高
い
と
は
言
え
な
い

も
の
の
、
需
要
の
ひ
っ
迫
す

る
夏
の
ピ
ー
ク
時
な
ど
に
は

コ
ス
ト
の
高
い
自
家
発
電
で

の
電
力
も
高
値
で
売
れ
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
卸
電
力
市
場

の
活
性
化
策
と
し
て
は
、
一

定
期
間
後
の
売
買
に
つ
い
て

あ
る
価
格
で
の
取
引
を
保
証

す
る
「
先
物
取
引
」
、
当
日

の
需
給
調
整
に
利
用
す
る
電

気
を
取
引
す
る
「
リ
ア
ル
タ

イ
ム
取
引
」
の
導
入
な
ど
が

委
員
会
で
は
検
討
さ
れ
て
い

る
。


